
カワモズクのシャントランシア期

に 関ナる新知見*

広瀬弘幸柿・瀬戸良三***

.H. HIROSE and R. SETO: Some New Knowledge of the αlantransia 
Stage of Batrachospermt抑制oniliformeROTH 

欧州産カワモズク属 Batrachos戸rmumのそれぞれの種が，その生活史

上で必ずνャシトラシジア期 Chantransiastageを経ることは S.SIRODOT5
¥ 

F. BRANDη， G. ISRAELsoN均等により明らかにされたが， 日本i監のカワモズ

ク属のものが，果してジャシトランνア期を経るかどうかについての確たる

報告は今迄公にされたものはない。日本産カワモズク属ICVャントラシνァ

期の存在する乙とは，既lζ九州大学の瀬川宗育博士が確認されていた所であ

り，同博士門下の吉田忠生氏吟は更に研究を進めて胞子の発生とともにその

要旨を報告している。

1950年以来兵庫県産のカワモズクについて注意していると，それらしい

時期がみつかり，更に探究の歩・を進めたと乙ろ，筆者の 1人瀬戸は極めて明ら

かなνャシトラシνア期の藻体が周年常時存在することをみいだしたロ 1955

年2月以来，自然状態のままのカワモズク B.moniliforme ROTHの周年観

察を続けた結果，カワモズクの本体の消長との聞社iIとおいてνャントラ YV

ア期の消長が明らかになっただけでなく更にまたνヤジトラ yνア期が冬期

と夏期とでその形態を異にすることを確かめたのでこ乙 lζ報告する。また筆

者はカワモズク属lζ所属する他の種についても同様のととをみいだしたが，

乙のことについては別の機会に発表の予定である。

1. 材料と方法

本研究に用いた材料は主として兵庫県西宮市岡田山の東麓にある湧水に

続く小さな人工の潜の底に発生するものである(第 1図)。 乙の小溝内に発生

詩 文部省科学研究費 No.407117による神戸大学理学部生物学教室研究業績 No.66.
榊神戸大学理学部植物学教室 Departmentof Botany， Faculty of Science. Kobe 

University， Kobe， Japan. 
榊持神戸女学院高等部生物学教室 BiologicalLaboratory. Senior High School. Kobe 

College. Nishinomiya. Japan. 

- 16-



広瀬 ・瀬戸 : カワモズタのシャントランシア則IL関する新知見 53 

した本体及びνャγトラ γνア期を周

年定期的に検鏡した。十花底lζ生じたν
ヤントランジアJUlの務体を採取するに

は，成の流れのしもてに，茶ζ しの内

百i1ζ布を張ったものをJFJ泊、し，iNtIぽを

ピンセッ 1.でかき取り ，iftiれる泌休の

すべてをすくいとる方法をj刊いたが，

この方法によると桜めて微紛lな泌休ま

でもらすことなく採取し斜た。

II. 観

第1図 小紛の1ft;f乙発生したt!i子球
の集団を示す。i，Y11こ平行して1?:11，、
た物指は 30cm尺である。

察

筆者の観察によりカワモズクのVヤY トラ YVアJUJはその形態上，兵な

った 2つのl時期に分けられるととが判明した.すなわち 1つは112に本体を

発iJiしている冬期の泌休である。乙の|時期では，ジヤジトラ γνアの塊の全

表而から本イ4を発Hiしてい る為に，色はilt褐色または補色で，1.(而iは軟らか

く，また発illした木体から分泌された粘質物でおおわれるのでq-;y，Iこ乙の期に

ある νャン トラジジアJ聞の部体に対し事';i"球 gelatinosphaera(釘 2図)なる

名を新しく与える。他の 1つのl時期は*1本発1:11の活動が鈴んどみられないIi

J切のがi体である。 ζ の |時期では~~イ4の衣而からの本体発111 の放は少なく ，

また既lζ発出したばかりの本体の生長はそのままの姿でとまっている.従っ

てνヤジ トランジア期の泌体の塊

の表面が直接あらわれており，よな

褐色ないし黒色を主主し，その質が

かたいので，乙の期にあるνャγ

トラ YVア期の諒14.:1ζ対し黒子球

melanosphaera (第 3匝IA， B)な

る名を新しく与える。

A. 車!i子球 gelatinosphaera

果胞子または単JJ包子の発が!と

由来する，水平にはった糸から垂

直!ζ沢山の糸が発生し，それらの

糸は次第lζ分岐して，いわゆるν
ヤジ トラ yνアJI!Jの休をmJlXす

第2図 III担の車li子球の全長。2月採集

のもの。x約 3.5.粘子球から発生した
本体の幼形がほとんど会表而をおおっ

ている。表而，¥!it.ごしく車li笠ilL.i1;む。
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54 部類第7巻 ffi2号昭和 34年 8月

る。 ζ のVャッ トラ yi/ア期の体を， νャン トラγνア属 Chantransiaの休

と比較すると，前者では糸状体が緩めて?官、IL'!/Sって互に接しており，後者で

はその集りが比較的政である場合が多い。しかし前者でも，後述の忠子球と

比較すれば，疎であるといえる。粘子球は到褐色または褐色を呈し，比'1府内

軟らかく ，表面は多i止の粘質物でおおわれており ，その衣而から，輪生以を

備えた本体の幼形が密lζ沢山発出してνャントラ yνア体の始んど全衣In.iを

おおっている(第 2図)。その直径は 1-6mmである。 SmODOTぺPASCl-IER 3) 

共他に図示されたνャントランνアJ切の体はすべてとのホli子球の|時期IC::当る

務体と;lJ・える。事11子球の軟らかさと，粘質物とその色調とは，νャy ~ラン

ジア体の表面から密1C::発出した本体の幼体が軟かくて，高Ii質物を/:lJしている

為であって，ジヤジ トラyνア期の務体そのものに原岡するものではない.

粘子球の状態は 11 月から翌年 6 月中句まで有~t'Gする。 ジャ γ トラγνァJ切

のうち ， 車!i子球とよばれる時期の校IC は ， ~殖端rr として 1ft胞子裂だけがつ

くられる。単胞子部の形態は黒子球にできるそ

れと全く同様であるが，梨なるととろは，ただ

その数が少ないだけである。

日. 思子球 melanosphaera

前記の粘子球が6月上旬lζなると，その聞

は次第にかたくな り，ほぽ球形のままその形が

小さくなり，色は忠褐色から黒色とな る。しか

し笑際には ζれらの小さな球体は沢山締集して

存在するので，肉眼的には小球体と称し得ても

少し拡大して眺めると不規則なコプ状の突起を

もった 1つの塊である(第 3図A，⑮。乙の状態

が10月迄続く。 との変化はVヤン トランジア

期の~~休の塊の表而が直接あらわれた為と ， 発

山した本体の幼形の生長が殆んどとまった為と

である. ζ の黒色のかたい球状の体をほぐして

みると 1本1本の糸状体は，前記の粘子球す

なわち普通の i/-¥' Y トラYi/アJ切を構成する糸

状休と何の変ると乙 ろもないが，ただ糸状体が

絞めて密lζ互に相接して塊まついてる(第 4図
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第 3図 ro子球の会i及。Aでは

よ弘子球から本体の幼形は会然
宮古出していない。表[市は不規

則なこぶ状IC:隆起している。
8月係mのもの。 xca.2.5. 

Bではffi‘子球の表而かι本休
の幼形が発生しているが比較

的疎であり烈子球の表而が露

山している。 9月下旬採集の
もの Xca.4. ABともぷ而
I乙は粘貨物は幸子在しない。
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A，B)。乙の下向iではカワモズクの本体は既に視界から消失しており1/ャ γ

トランνア期の務体のぷ面から発出した僅かの幼wも生長をとめ ているの

で，カワモズクは水温上げとともに，木体は消失し，νャγトラ γνア期の

姿だけで越夏する ζ とになる。前に¥'A子球とよんだ付、は乙の状態のものに当

る u 黒子球そのものは決して休Iß~ しているわけではなく ， 115 に単lJ包子で WI到

するが，本体の発111は全然みられない。

第 4図 m子DRを形成する シャン トラン ν7JOJの1見HlcoA. ~事!4':の l 部 ×約

20. B. A I羽の l部鉱大，糸状体とその分伎の疫を示す。 x85. C. ~息子球の
基調IK.存在してれる水平の糸。 X180. D. J黒子I:Rを形成する糸状体の先端

部分lこ単胞子強が形成さ れたところ。x340. 

C 木体の発i上!と{中長

夏を幽した忠子球は水iRの下降とともに再び褐色の軟らかいも!i子球にな
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56 穣類第7巻第2号昭和 34年 8月

る。この粘子球を形成する糸状休の lつの校として，カワモズクの本体の中

軸となるべき細胞が，沢山発出し，それらの中軸細胞の節部IC輪生校を生じ，

基部から沢山の仮根を発出してカワモズクの本体として生長していししか

しカワモズクの本体は必ずνャシトラシνア期の校として発出する場合だけ

ではなく，時として単胞子または果胞子に由来する水平にはった糸から直接

に発出する場合もあるが，このことに関しては別の機会にのべる。

D. νャy トランνア期の周年の消長

秋11月頃粘子球から発出したカワモズクの本体が生長するに従い粘子

球は次第IC退化し， 1-2株のカワモズクが2cmを超える頃になると，ホli子

球の部分はみられなくなり，以後は本体だけが存在する。従って粘子球が肉

眼で見られる量の変化は，カワモズクの本体の消長・と関係があり，本体の繁

茂とともに減少するととは勿論であるが，さり とて新しい胞子 l果胞子およ

び単胞子)から絶えず新生するので，附近lこは常lζ粘子球が存在している.

1S5G 1957 

/¥ .--"、、水

1958 本

体

の

温:l/下~出J

ー混 最繁茂出

多 量現

少 量状

消失 況

品別; 目 目 ， E月別

1678 9 10 11 12 1 2 :1 4 5 6 7 8 9 10 11 12. 1 2 3 4 5 6 7 

ヲ |粘子 球|黒 7_J'fJ_*E__主一-UEヱ互
シャントランシア期の 2態の交代状況

第5図 本体とシャントランシア期の消長，古賀軸(月.lJU)の上の曲線は本体の

消長と水温との関係を月別に示し，横舶の下の婚はシャントランシア期の

2態即ち粘子球と黒子球との交代と水温との関係を月別に示す。 1958年

では水混の上昇が早かったので 5月から黒子ままが現われた。しかし水温

150Cを境i亡しているととは 1957年と同 じである。 1956年には黒子球の存

在に気がつかなかった。

また 6月中匂頃lζ存在する粘子球が，そのまま黒子球になって夏を越すが，

越夏した黒子球は秋11月になると再び粘子球の状態κ変り，単胞子形成によ

り増殖すると同時に粘子球を構成する糸状体のあちとちの校がそのままカワ

モズクの本体の主軸になって沢山の本体が発出するロカワモズクの本体と車li

子球と黒子球との年閣の消長を表示すると第5図のようになり，水温の上昇・

-20-



広瀬・瀬戸: カワモズヲのシャントランシア期に関する新知見 57 

と下降とに密援な関係が存在する乙とがわかる。 大体約150Cを境として粘

子球と黒子球との交代がみられ，本体の発育は殆んど冬期lこ限られるので，

カワモズクの生活環としては，冬期の粘子球および本体と，夏期の黒子球と

の交代がみられる乙とになる。すなわちνャシトラ γVア期は本体発廿!の前

段階としての粘子球として存在するだけでなく，本体が発出生長する乙との

梅めて少ない夏期にも黒子球として存在している。

筆を終るにあたり，重要文献の lつである SIRODOT')のそれを長期間借

覧の自由を与えられた北大水産学部教授時間都博士に深い感謝の意を表しま

す。

Summary 

1. Not only the existence of Chantransia stage 00 the life-cycle of J apan曲 e
Batra!:hosperm1抑制 仰iliformeROTH， but also the seasonal change of rnorpho・
logical characteristics ofαlantransia stage were revealed. 

2. The Chantransia stage of the pr倒 entalga can be encountered all the 
year round and the Chal訪問nsiastage consists of alternations of the following 

two different stages. narnely. (1) rnelanosphaera and (2) gelatinωiphaera. 
3. ln the rniddle of June when the water ternperature begins to run over 

about 15.C in Kobe， the nurnber of rnain axes which are derived frorn filarnents 
of the Chantransia st~ge becorne le鈎 andless and at the sarne tirne世田 growth
of the juvenile plants is alrnost suspended. And 50 the straturn of Chantransia 
stage becornes a srnall， hard. black， spherical rncss which consists of densely 
and tightly aggl'egated filaments. The present alga passes the sumrner season 
in such a state. A plant rnass in such a state was newly narnEd“melanosphaera" 
by the nuthl)rs. 

4. ln November when the water t自rnperaturebegins to fall lower than 
about 15'C in Kobe， rnany thalli of young Batrachospermum plants are protruded 
from the surface of“rnelanosph:leraへ Asthョprotrudedthalli of Batγαcho-
s-perm叫前 plants grow to becorne longer and longer. the surface of“melano・
sphaera" is completely covered with them. And so“melan03phaera" becomm a 
soft， spherical， brown， gelatinous rnaS3・ Theslirny substance is the production 
of the juvenile plants which are protrude:l from the straturn of the Chantransia 
stage plant. ln order to distinguish this stage frorn “rn~Ianosphaera". the 
authors have宮ivenit a new narn巴“gelatinosphaera". 

5. Gelatinosphaera alternates with rnelan03phaera at the critical water 
ternperature of about 15'C， and so the life-cycle of Batrachospermum怖 oni-
7ifoγmB consists of an alternation of proper thal1i Batrachospermum plants 
in the winter season beside gelatinosphaerae， and melanosphaerae in the surnrner 
season. 
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斎藤譲*

Y. SAITO: No七回 onSome Marine Algae from 
Nou. in Echigo. and Vicinity (2) 

. 1. " Gracilaria verrucosa (HUDS.) PAPENFUSS オゴノリの生態lζ関する

一知見

Gracilaria verrucosa (HUDS.) PAPENFUSSオゴノリは能生の北東lζ隣接

する小泊沿岸では普通に見出され， 1955年 7月州筆者により採集，報告され

て層り (1956)，又. 1956年 8用初句lζ岡地で採集の雄性雌性両配偶体及び四

分胞子体については，北大水産学部近江彦栄先生の同定もいただいて居る。

1957年 6月 2日，能生の北東約 20.5km Iとある郷津沿岸で磯採集を試み

た所，本種が豊富に繁茂していたので，多数の個体を採集して持ち帰り調べ

た結果，雄性配偶体と四分胞子体を識別出来たので，採集した 212個体に番

号をつけ，乱数表によって 100個体を選び出して，性別を検し体畏を測定し

た。体重は，個体が小さいので不正確になる ζ とをおそれ，測定しなかった.

その後も同一場所から 7月 2日は 465個体， 8月 2日は 277個体をそれぞれ

採集し，同じ方法で 100個体Kついて測定を行ってみた。その結果を T冶ble

11C示す。なお 9月2日にも岡地fC赴いたが，本種は流失し去ったものと

みえ，全く採集出来なかった。

乙の調査は，標本数が少ないきらいはあるが，結果から見て. 6月2日

後飽生水産高等学校

輔 1954年9用， 10月採集色記録したが，その材料は Graouariabursaてpastori.i
(GMEL.) SILVAシラモではないかと思われる節があり.それについて近江先牛か
ら御教示を得たので除いた。なお今後精査したい。
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